
様式１０（第１３条関係）

工事執行権者 相双建設事務所長

要　・ 　不要

要　・ 　不要

要　・ 　不要

要　・ 　不要

1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※　プロポーザル審査委員会に学識経験者を含めた場合、「審査委員会」の欄に○を付ける。この場合、個別の意見聴取は省略できる。

　　学識経験者の欄が不足する場合は、「別紙のとおり」と記載して名簿等を添付すること。

令和　8年　3月　9日

募集要領
（評価基準）

二次審査

令和　8年　2月12日
プロポーザル審査委員会

令和　8年　2月17日令和　7年12月25日

入札参加条件等審査委員会
対象業務の選定

一次審査

委託者決定

職業等

袖林　淳国土交通省東北地方整備局

福島河川国道事務所副所長(技術)

令和　7年12月22日

開
催
年
月
日

令和　　年　　月　　日

受注者

 

 

学識経験者の職・氏名

4119

　公募型プロポーザル方式審査結果

適（意見無し）

適（意見無し）

意見の適否

委託業務の概要

委託業務名 工　　期

ＣＭ業務　Ｎ＝１式

R８．４．１～R１３．３．３１

委託業務箇所 双葉郡浪江町大字津島地内外

委託業務番号

路線河川地区名 国道１１４号

２６－４１３７０－００６４ 国道１１４号ＣＭ業務委託（道整・再復）

参加者　1者

10

氏名
国土交通省東北地方整備局

福島河川国道事務所副所長(技術) 岩渕　賢一

 

福島市本町５－８

参加者（技術提案書の提出者） 所在地

令和　　年　　月　　日

業務実施方針

日本工営・日本振興設計共同体

令和　　年　　月　　日

令和　8年1月7日

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

30 26 126

 

①募集要領（評価基準）の策定

意見聴取月日

学識経験者意見聴取結果

意見の適否

②技術提案書の特定

意見聴取月日

令和　　年　　月　　日令和　8年1月7日

配置技術者

審査委員会 ②の意見聴取

 

 

 

 

 

発注種別　　　土木設計

備　　考
評価項目毎の得点

順位
企業実績 ﾋｱﾘﾝｸﾞ

総得点
技術提案


